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平成２８年度学校教育活動アンケート 集計結果・考察 特集

１．はじめに
日頃より本校教育活動にご理解、ご協力いただきありがとうございます。
今回の学校だよりでは、平成２８年１２月９日～１６日に実施しました学校教育活動

アンケート調査の結果とその考察についてご報告いたします。
アンケートは、児童については、全校児童７０１人を対象にアンケート用紙を配布し、

校内で調査を実施しました。欠席等により６９５人が回答し、回収率は昨年度と同様の
９９．１％でした。保護者の方からは全家庭５６５件中、５３６件より回答をいただき、
回収率は９４．８％でした。教職員については、県職、市職（臨時職員を含む）全職員
を対象に行いました。
なお、各項目は学校が目指すべき姿であり、その達成状況を昨年度と比較できるよう

に、設問は２７年度と同一にしました。また、学校へのご意見や苦情等については、直
接お話を伺って、十分に内容を理解した上できちんと対応をさせていただきたいとの考
えから、自由記述欄は設けませんでした。
学校は、今後もいっそう家庭・地域の連携協力による学校づくりを進めていくことに

努めていきたいと考えていますので、具体的なご意見、ご感想がありましたら、いつで
も教職員にお声かけください。どうぞよろしくお願いいたします。

２．平成２８年度 西初石小学校 教育活動アンケート全体集計

グラフは、左から 「１．そう思う」「２．どちらかと言えばそう思う」
「３．どちらかといえばそう思わない」「４．そう思わない」を表しています。

（１）楽しく学校に通っていますか。 （２）明るくあいさつをしていますか。
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１ お子さんは，楽しく学校に通っていますか。
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２ お子さんは，明るくあいさつをしていますか。
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（３）学校では異学年とのふれあい （４）学年に応じた、わかりやすい授業
活動や学級活動をはじめ、思い を行っていると思いますか。
やりや社会性を育てようとしてい
ると思いますか。

（５）運動会、持久走、部活動をはじ （６）避難訓練、防犯教室、生活安全
め、体力や気力の向上に取り組ん 教室、交通安全教室をはじめ、
でいると思いますか。 子どもの安全を守るように努めて

いると思いますか。

（７）学校は、お子さんや保護者、 （８）学校は、施設や設備等の教育環境
地域の皆様の話を丁寧に聞こうと を安全できれいに整えていると思い
していますか。 ますか。
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３ 学校は，異学年とのふれあい活動や学級活動をはじめ，

思いやりや社会性を育てようとしていると思いますか。
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４ 学年に応じた，わかりやすい授業を行っていると思いま

すか。
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５ お子さんは，運動会や持久走，部活動をはじめ，体力や

気力の向上に取り組んでいると思いますか。
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６ 避難訓練，防犯教室，生活安全教室，交通安全教室を

はじめ子どもの安全を守るように努めていると思いますか。
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７ 先生方は，お子さんや保護者の皆様，地域の皆様の話

をていねいに聞こうとしていますか。
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８ 学校は，施設や設備等の教育環境を安全できれいに整

えていると思いますか。
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（９）学校は、いじめのない学校づくり （１０）学校との連携にご協力いただき
に取り組んでいると思いますか。 ましたか。

３．考察
今回のアンケートでは、設問を昨年度と変えずに経年変化を見ようとしたところ、全

体的に教師・児童・保護者とも肯定的評価の向上が見られました。
特に、設問７の「先生方は話をていねいに聞こうとしているか」、設問１０の「学校

と家庭との連携・協力」において肯定的評価が高くなり、まず学校が児童、保護者、地
域の声に真摯に耳を傾けることが連携の第一歩であると感じました。
また、設問２・８では、昨年度の評価結果を受けて、今年度重点的に取り組んだ「あ

いさつ」「清掃」について学校全体で取り組むことの意義が実感できました。教育環境
として必要な設備・備品等については、市やＰＴＡと相談して整備に努めていきます。
設問３「異学年とのふれあい活動等で思いやりや社会性を育てようとしているか」で

も肯定的評価が９割を超えました。今年度は「ふれあい学級祭り」を地域の方々にも参
観していただいたところ、「異学年交流はぜひ継続してほしい」というご意見をいただ
きました。本校の特色ある教育活動の一つとして、今後より良いものにしていけたらと
思います。
設問４「学年に応じたわかりやすい授業」については、校内授業研究会や学年での教

科担任制・交換授業・習熟度別学習等、わかる授業づくりを目指した熱心な実践が見ら
れ、教師自身の評価の伸びが顕著でした。若手教員が多い中、ベテラン教員に学ぶ姿や
お互いに切磋琢磨し、授業力を研く校内の雰囲気を大切にし、子ども達の学習意欲・学
力の向上に反映させたいと思います。
設問５「体力・気力の向上」・設問６「子どもの安全」についてもおおむね肯定的で

す。「遊・友スポーツランキングちば」の取り組みや外遊びの奨励・部活動などを通し
心身ともに健康で体力・気力あふれる西初石っ子を育てていきたいと思います。安全面
では、職員の危機管理意識の向上はもちろん、警察署・消防署と連携して災害時の安全
確保や交通安全、不審者対応などを計画的に実施し、児童自身が自分の身の安全を守る
力をつけていきたいと考えています。
設問９の「いじめのない学校づくり」については、昨年同様、他の項目に比べて評価

が低い傾向にあります。学級・学年で起きたこと、それに対してどのような対応をした
か等について、保護者の方々に学校の体制や取り組みが見えてくるように、様々な機会
をとらえてお伝えしなければならないと感じました。また設問１で「楽しく学校に通っ
ている」との回答が全体に９割を上回っていますが、そう思わないと回答している子ど
もたちにとっても、楽しい学校になるようにいっそうの努力が必要であると考えます。
本アンケートをもとに、平成２９年度は、学校が主体となって保護者・地域に情報を

発信し、連携を深めながら、子どもたちの生きる力を育む豊かな教育活動を展開してい
きたいと考えます。そして、どの子も楽しく学校に通える安全・安心な学校づくりにま
すます努めていきたいと思います。
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９ 学校は，いじめのない学校づくりに取り組んでいると思い

ますか。
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１０ ご家庭では，学校との連携にご協力いただきましたか。


